
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本日より平成２８年度の第２学期が始ま

りました。保護者・地域の皆様には夏季休業

期間，子どもたちが地域で安心して生活でき

るようご支援・ご協力を賜りまして，誠にあ

りがとうございました。 

夏休み中，多くの子どもたちが学校に来

て，４日間の学習サポートやミニバレーボー

ルでの体力づくり，子ども仮装盆踊り大会参

加の準備等に取り組んだりして，それぞれ充

実した時間を過ごしていました。 

そして本日，大きな事故やけが等もなく，

子どもたちは全員元気に第２学期を迎える

ことができました。 

 

 

この２学期の重点は，「自分から考え，し

っかりと話す・話し合う・行動する」とし

ました。１学期の子どもたちの様子から，

更に伸ばしてほしい内容を設定しました。

人に頼ったり，人任せにせず，まずは自ら

考え，しっかりと話したり，話し合ったり

できるようにすること。そして，人に言わ

れてではなく，自ら進んで行動できるよう

にすることです。先行き不透明な社会を創

造的に生き抜くためには，そうした力がま

すます必要です。 

自ら考え，行動できる姿を目指し，確か

な学力・豊かな心・たくましい体を育んで 

まいりますので，２学期もご支援のほど，

よろしくお願い申し上げます。 
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衣装作りには保護者のご協力もいただきました。 

                                 

   

  

 

 

 平成２８年 ８月１７日（水）発行   Ｎｏ． ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 木 開校記念日 

2 金 
交通安全指導日  児童会総会  

いも掘り（予備） 

3 土  

4 日  

5 月 途別公区秋祭り 町支援員研修会 

6 火 上稲士別公区秋祭り 

7 水 日新公区秋祭り 心電図検診（１年） 

8 木 枝豆の収穫 研修日 

9 金 
枝豆の収穫（予備） 町ＰＣ研修会 

分掌会議 

1０ 土  

1１ 日  

1２ 月 スワディ号 避難訓練② 防犯教室 

1３ 火 ＣＩＲ（全） 草刈り 

1４ 水 職員会議 

1５ 木 交通安全キャンペーン  交通安全指導日 

1６ 金 町複式研究大会（古舞小） 

1７ 土  

１８ 日  

１９ 月 敬老の日 

２０ 火 交通安全キャンペーン（予備） 

２１ 水 研修日 学校教育指導訪問 

２２ 木 秋分の日 

２３ 金 児童会選挙 

２４ 土  

２５ 日  

２６ 月 スワディ号 ＣＩＲ（高） 

２７ 火 クラブ  

２８ 水 
マラソン記録会  

管内放送研究会（札南小・札内中） 

２９ 木 マラソン記録会（予備） 

３０ 金 とべっこレストラン 月末統計 

８月８日（月），上士幌町教育研究所の所

員の方々が，本校のタブレットの活用につい

て学びたいとのことで来校されました。低・

中・高学年の担任が出席して説明しました。 

        ひらがな等の書き順 

や正しい字形の学習， 

かけ算等の学習，カメ 

ラ機能を使用しての教 

材の拡大，体育の動き 

の動画化，ツインビューア機能による比較学

習，撮影した図形や画像の上に書いて考える

学習，歌唱の自撮りなど，様々な活用例を紹

介しました。タブレットは，どんな場所にも

すぐに持ち運んで使えること，カメラや動画

撮影機能も併せもつ 

ため，デジカメ等の 

機器から取り込む必 

要なく使えること， 

いろんなアプリが使え 

ることなどの利点について説明しました。 

 

8/1４(日)に，途別公区の盆踊り大会が開か

れました。子どもたちは「すみっこぐらし」「フ

ァインディングニモ＆ドリー」「ホラー系ハロ

ウィン」の 3 つのテーマに沿って仮装し，盆

踊りを楽しみました。また， 「途別ヨサコ

イ」も元気に披露することができ，大人の部

も，見事な踊りと衣装でした。大変盛り上が

った盆踊りとなり，夏の楽しい思い出がまた

一つできました。 

 


